
外国語

外国語科の教育課程の編成

基本的な考え方

ア学習指導要領改訂の基本方針

外国語科の学習指導要領の改訂に当たっては、次の三つを基本方針としている。

、これからの国際社会に生きる人間として、世界の人々と協調し、国際交流などを

積極的に行っていけるような資質・能力の基礎を養う観点から、外国語による実践

的コミュニケーション能力の育成にかかわる指導を一層充実する。その際、外国語

の学習を通して、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度と、視野を広げ

異文化を理解し尊重する態度の育成を図る゜

（ｲ）実践的コミュニケーション能力の育成を図るため、言語の実際の使用場面に配慮

した指導の充実を図る゜

（ｳ）国際化の進展に対応し、外国語を使って、日常的な会話や簡単な情報の交換がで

きるような基礎的・実践的なコミュニケーション能力を身に付けることがどの生徒

にも必要になっているとの認識に立って、中学校及び高等学校の外国語科を必修と

することとする。

イ外国語科の目標

１ 

(1) 

外国語を通じて、言語や文化に対する理解を深め、積極的にコミュニケーショ

ンを図ろうとする態度の育成を図り、情報や相手の意向などを理解したり自分の

考えなどを表現したりする実践的コミュニケーション能力を養う。

この目標は次の三つの要素から成り立っている。

、外国語を通じて、言語や文化に対する理解を深める。

（ｲ）積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図る゜

㈲情報や相手の意向などを理解したり自分の考えなどを表現したりする実践的コ

ミュニケーション能力を養う。

ウ科目編成

※学校設定科目については、学校において、地域、学校及び生徒の実態、学科の特

色等に応じて、設けることができるとされ、名称、目標、内容、単位数等について

は、外国語科の目標に基づき、各学校の定めるところによるものとしている。

－５５－ 

科目名 標準単位数

オーラル・コミュニケーションＩ

オーラル・コミュニケーションIＩ

英語Ｉ

英語1１

リーディング

ライティング

外国語に関する学校設定科目
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（２）配慮すべき事項

外国語科の教育課程の編成に当たっては､学習指導要領の改訂の趣旨を踏まえながら、

聞くこと、話すこと、読むこと及び書くことの四つの領域の言語活動の有機的な関連を

図つた指導を展開する中で、実践的コミュニケーション能力を育成するとともに、生徒

の個に応じた指導の一層の充実が図られるよう、配慮しなければならない。

ア「オーラル・コミュニケーションＩ」及び「英語Ｉ」のうち、いずれか一方を必履

修科目として履修させる。両方を履修する場合は、一方を必履修科目として、他方を
選択科目として履修することとなる。

イ「オーラル・コミュニケーションＩ」及び「英語Ｉ」は、いずれも中学校で学習し

た内容の一層の充実を図りながら、それぞれの科目の目標を達成することとされてい
る。

ウ「オーラル・コミュニケーションⅡ」は「オーラル・コミュニケーションＩ」を履

修した後に、「英語Ⅱ」は「英語Ｉ」を履修した後に履修することを原則とする。

エ「リーディング｣及び「ライティング」は原則として、「オーラル･コミュニケーショ

ンＩ」又は「英語Ｉ」のいずれかを履修した後に履修する。なお、「リーディング」及

び「ライティング」については、「オーラル･コミュニケーションⅡ」や「英語Ⅱ」を

履修する前に履修することも可能であるし、またこれらと並行して、さらに、これら

を履修した後に履修することも可能である。

２指導計画と内容の取扱い

（１）コミュニケーション活動とは

「コミュニケーション活動」は、生徒が設定された場面において、英語を使って「情

報や相手の意向などを理解したり自分の考えを表現したりする」実践的な活動のことで

ある。

従来の聞くこと、話すこと、読むこと、及び書くことの４領域を独立して行うことと

は必ずしも同じ意味ではなく、相手の意向を理解したり、自分の考えを表現したりする

言語活動の目標を達成するのにふさわしい言語の使用場面や働きを取り上げて、４領域

それぞれの働きを総合的、有機的に活用して、実際の場面で情報や考えをやりとりする

活動をいう。

（２）指導計画作成上の留意点

「コミュニケーション活動」を重視した指導計画の作成では、次のことに留意する。

ア「オーラル・コミュニケーションＩ」

日常生活の身近な話題について、英語を聞いたり話したりして、情報や考えなどを

理解し、伝える基礎的な能力を養うことに重点を置いて作成する。

実際の活動を計画する際には次のことに配慮する必要がある。

（７）英語を聞いてその内容を理解したり、場面や場所に応じて適切に反応する。

（ｲ）関心のあることについて相手に質問したり、相手の質問に答えたりする。

㈲情報や考えなどを、場面や目的に応じて適切に伝える。

（ｴ）聞いたり、読んだりして得た情報や自分の考えなどをまとめ、発表する。また、

発表されたものを理解する。
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イ「オーラル・コミュニケーションⅡ」

幅広い話題について、情報や考えなどを整理して英語で発表したり、話し合ったり

する能力を伸ばすことに重点を置いて作成する。

実際の活動を計画する際には次のことに配慮する必要がある。

、スピーチなどまとまりのある話の概要や要点を聞き取り、それについて自分の考

えをまとめる。

（ｲ）幅広い話題について情報や考えを整理し、効果的に発表する。

⑰幅広い話題について、話し合ったI)、討論したりする。

（ｴ）スキットなどを創作し、演じる。

ウ「英語Ｉ」

日常的な話題について、聞いたことや読んだことを理解し、情報や考えなどを英語

で話したり書いたりして伝える基礎的な能力を養うことに重点を置いて作成する。

実際の活動を計画する際には次のことに配慮する必要がある。

、英語を聞いて、情報や話し手の意向などを理解したり、概要や要点をとらえたり

する。

（ｲ）英語を読んで、情報や書き手の意向などを理解したり、概要や要点をとらえたり

する。

（ｳ）聞いたり読んだりして得た情報や自分の考えなどについて、話し合ったり、意見

の交換をしたりする。

②聞いたり読んだりして得た情報や自分の考えなどについて、整理して書く。

エ「英語Ⅱ」

幅広い話題について、聞いたことや読んだことを理解し、情報や考えなどを英語で

話したり書いたりして伝える能力を更に伸ばすことに重点を置いて作成する。

実際の活動を計画する際には「英語Ｉ」の内容をさらに発展させることに配慮する

必要がある。

オ「リーディング」

英語を読んで、情報や書き手の意向などを理解する能力を更に伸ばすとともに、こ

の能力を活用して積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育てることに重

点を置いて作成する。

実際の活動を計画する際には次のことに配慮する必要がある。

句まとまりのある文章を読んで、必要な情報を得たり、概要や要点をまとめたりす

る。

（ｲ）まとまりのある文章を読んで、書き手の意向などを理解し、それについて自分の

考えをまとめたり、伝えたりする。

⑰物語文などを読んで、その感想などを話したり、書いたりする。

②文章の内容や自分の解釈が書き手に伝わるように音読する。

力「ライティング」

情報や考えなどを、場面や目的に応じて英語で書く能力を更に伸ばすとともに、こ

の能力を活用して積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育てることに重
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点を置いて作成する。

実際の活動を計画する際には次のことに配慮する必要がある。

、聞いたり読んだりした内容について、場面や目的に応じて、概要や要点を書く。

（ｲ）聞いたり読んだりした内容について、自分の考えなどを整理して書く。

㈲自分が伝えようとする内容を整理して、場面や目的に応じて、読み手に理解され

るように書く。

(3)内容の取扱い

ア「オーラル・コミュニケーションＩ」・「オーラル・コミュニケーションⅡ」

㈹中学校における音声によるコミュニケーション能力を重視した指導を踏まえ、話

題や対話の相手を広げたコミュニケーション活動を行いながら、中学校における基

礎的な学習事項を整理し、習熟を図る゜

（ｲ）読むこと及び書くこととも有機的に関連付けた活動を行うことにより、聞くこと

及び書くことの指導を効果的に高めるよう工夫する。

イ「英語Ｉ」・「英語Ⅱ」

、中学校における音声によるコミュニケーション能力を重視した指導を踏まえ、聞

くこと及び話すことの活動を多く取り入れながら、読むこと及び書くことを含めた

四つの領域の言語活動を総合的、有機的に関連させて指導する。

（ｲ）生徒の実態等に応じて、中学校における基礎的な学習事項を整理し、多様な場面

での言語使用の経験をさせながらそれらの習熟を図るよう配慮する。

ウ「リーディング」

（ﾌﾃｩ聞くこと、話すこと及び書くことも有機的に関連付けた活用を行うことにより、

読むことの指導の効果を高めるよう工夫する。

（ｲ）言語材料の理解だけにとどめず、情報や書き手の意向などを的確につかんだり、

それについての感想や意見をもったりするなど、読む目的を重視して指導する。

エ「ライティング」

、聞くこと、話すこと及び書くことも有機的に関連付けた活用を行うことにより、

書くことの指導の効果を高めるよう工夫する。

㈹言語材料の学習だけにとどめず、その際、より豊かな内容やより適切な形式で書

けるように、書く過程も重視するよう配慮する。

オその他の配慮事項

、音声指導の補助として、発音表記を用いて指導できる。

（ｲ）辞書などの使い方を指導し、自ら外国語を理解し、外国語を使おうとする積極的

な態度を育てる。

㈲指導方法や指導体制を工夫し、ティーム・ティーチングやペア・ワーク、グルー

プ･ワークなどを取り入れたり、視聴覚教材や、ＬＬ、コンピュータ、情報通信ネッ

トワークなどを指導に生かしたり、ネイティブ・スピーカーなどの協力を得る。
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３指導計画の作成

科目「オーラル・コミュニケーションＩ」の指導計画（例）

【次の摘助を必要に応じて行う】
paiTwoTkgToupwork,roleplay,discussion,debate,gesture,eyecontract, 
facialexpression,speech,presentation,recitation,dictation,skitpetc． 

【活動上の留意点】
･ＡＬＴとのＴＴ

･ClassToomEngIishの使朋

了|＿ 

－５９－ 

学期 ハ 週数 単元（項目）
指導項［Ｉ
(言語の働き）

折導のねらい
予定
時数

活ﾘﾛｳ内容と冊意嚇項
(Ei語の便111場面）

１ 

４ 

５ 

６ 

７ 

２ 

３ 

３ 

３ 

介る明るきすいつる細す説す川返あさす所Ⅲ）●●●●

２可求る明る愉理す、許をめ説す邪を解る
Ｕ． 

Ｌ１ 

Ｌ２ 

Ｌ３ 

Ｌ４ 

●挨拶する、紹介す
る

１，ｍ十名1iリ

Ｍｙｎａｍｅｉｓ＋渦１１１１

●脱明する、理ｉｉｉを
述べる

beinterestedin 

Whatkindof～ 

doyoulike？ 
Howaboutyou？ 

●あいづちを打つ

That，ｓｇｏｏｄ 
●IiIlき返す
PardDn？ 

Ibegyourpardon？ 
Excuseｍｅ？sorry？ 
ESpeciallywhat？ 

●Ⅷ賭の特有我現を
知る

IIeⅡoDthisisjoeI… 
speakto～CaⅡｍｅ 
●ilｷ可する、依頼す
る

Maylspeaktojim？ 
Ｍａｙｌａｓｋｙｏｕｒ 
ｎａｍｅ,please？ 
Ｗｏｕｌｄ［could］ 
you…？ 
●II1L出る

WouldyouIiketo 
leaveamessage？ 
Ｃａｎｌｔａｋｅａｍｅｓ、

saRe？ 
●旺諾番号がUIlき取
れないときにllIlき
返す

Couldyourrepeat 
youTnumbeT？ 
Couldyousaythat 
again？ 
WouIdyourepeat 
tha 

・自己紹介の基本的我現を知る

・リスニングの大切さを知る

･興味・関心についての話しを
聞いて、必要な１W報を拾い出
す

．興味・趣味についての情報を
Il6き出すために適切な質1111を
する

．その質llHにふさわしい答え方
をして、必嬰な愉報を的確に
伝える

･IiIlき取れない時にその旨を伝
える

｡HIlき取れなかったことばにつ
いて川き返す
･IHIき返しの質問に対して、同
じ団葉であるいは甘い換えで
的確に愉報を伝える

･研守Ｈｆ賭を受け取る
.伝H1をメモにとる
･不硴かを事柄を砿iH1する

２ 

３ 

３ 

３ 

【人を紹介する学校、レストラ
ン、パーティー】
Listening,Speaking 
Pairwork-Groupwork 
写其を利用した家族の紹介
ビデオ搬影による雰囲気作り

【興味・関心について話す－
Recitation,speech】
Listening(Ｎｏｔｅtaking） 
Speaking(Gesture，Ｅｙｅｃｏｎ‐ 
tact,Facialexpression） 
1ｺairwork-Groupwork 
speech－Ｑ＆Ａ 
本、雑踏、ポスター等の利1１１

Iあいづちの我乳を知る-Skit】
ＲｏｌｅｐＩａｙ 
Listening(Facialexpression， 

Eyecontact） 
speaking(Gesture） 
イントネーションなどの指導
FIashcardsの利111

【fu蹄での会賭-Skit】
Ｐａｉｒｗｏｒｋ 

Ｒｏｌｅｐｌａｙ 
Listening(Ｎｏｔｅtaking） 
イントネーションなどの指導
江il1iメールの活Ｉ1１

ｒ００００００００６０００００００ＩＩＩ００６０６ｐ００ＩＩＩＬ 
●｡!■ロー｜■!■!■￣￣￣●●●●￣￣￣￣●!■･●勺

評価について

・生徒の関心や意欲など｜
をはかるilF価】ii目を識Ｉ
定する

･学期に２回狸度生徒同ｉ
士の相互評価、生徒に：
よる自己評価を行うＩ

･枇線､ジェスチャー､他Ｉ
人への依存度、間違い
へのこだわりなどをＡ
～Ｃで評価する

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－」

２ 1０ ３ ４蹴るぴけいち打汕感す呼かるあづをつ
Ｕ． 

●illd明する

tumleft［right］ａｔ 

you,Ⅱｆｉｎｄ［see］ 
～ｏｎ 

yourleft[right]ｇｏ 
straight～until...． 
Ｙｏｕcan，tmissit． 

●あいづちを打つ
Ｉsee….Great． 

●その他
Thanksalot.… 

Ｙｏｕａｒｅｗｅｌｃｏｍｅ 

.】M1叩を１１１１<ために適切な質1111
をする
｡近)Uiのポイントを正確につか
む

.、的や交差点などのポイント
を派しながら、わかりやすい
ように道juiを税IﾘＩする ３ 

【inを尋ねる､案内する-Skit】
Pairwork 

Ｒｏ１ｅｐｌａｙ 
Speaking(Gesture，FaciaI 
expression） 
Listening(Ｎｏｔｅtalking） 
広告、新聞、雑誌等の利用
ビデオ撮影による雰囲気作I）

１１ 
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４質疑応答

問１実践的コミュニケーション能力を育成する授業をすすめる際の留意点は何か。

コミュニケーション能力の育成を図るには、実際にコミュニケーション活動を教室で

展開することが必要である。そのコミュニケーション活動が成立するためには、次の３

つの要素が必要である。

①情報や考えを伝え合うことを活動の中心とすること。

②生徒が情報や考えの受け手や送り手となること。

③具体的な言語の使用場面を設定すること。

言語の使用場面の設定については、場面の設定そのものが目的ではなく、場面の中で

言語が使用されることが重要である点に留意しなければならない。

指導に当たっては、次のような指導方法や指導体制を工夫して授業に組み入れること

に留意することが大切である。

①ティーム．テイーチングー複数の日本人教師によるものと、ＡＬＴ、地域に住

む外国人、海外からの訪問者や留学生、外国生活の経験者などとによるものがある。

②ペア・ワークースキット、ロール・プレイ、インタビュー、即興劇など

③グループ･ワークースピーチ、プレゼンテーション、ロール・プレイ、即興劇、

ディスカッション、ディベートなど

④視聴覚教材一録音テープ、ラジオ及びテレビのニュース番組、ビデオ、映画な

どの活用

⑤ＬＬの活用

⑥コンピュータの活用一個別学習ソフト、辞書ソフトなど

⑦情報通信ネットワーク~電子メール、ホームページ作成、インターネットから

の情報検索など

問２コミュニケーション活動と文法事項を教えることとの関係はどうあるべきか。

文法事項そのものを教えることが目的ではなく、また、理解させるだけに終わるので

はなく、様々な活動をとおして、実際に使わせる指導を行うことが大切である。

一般に、相手の意向が理解できないときや自分が伝えたいことをどう表現すべきか分

からないときに文法事項の重要性が分かるため、まず、コミュニケーション活動を設定

し、そこで実際にコミュニケーションを行うときの意味や意図を考えた上で、それを表

現するために用いられる、あるいは必要となる文法事項を指導し、使わせることが重要

である。

その際、コミュニケーション活動を効果的に行うために必要な文法事項は、基本的な

項目に精選し、あまり日常的に使用されない細かい用法上の違いなどにとらわれないよ

うに留意する。

－６０－ 

m_hirokawa
テキストボックス
－H13外国語　６－




